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中
大
に
輝
か
し
い
記
録
が
ま

た
一
つ―

―
。
３
月
13
、
14
日

に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
第
39

回
女
子
学
生
囲
碁
選
手
権
大
会

（
全
日
本
学
生
囲
碁
連
盟
主
催
、

毎
日
新
聞
社
な
ど
後
援
）
で
、

商
学
部
４
年
の
高
倉
梢
さ
ん
＝

写
真
＝
が
優
勝
し
た
。
昨
年
、

男
子
で
同
じ
中
大
棋
道
会
の
白

石
雄
一
郎
さ
ん
が
優
勝
を
果
た

し
た
の
に
続
く
快
挙
。
女
子
学

生
日
本
一
の
栄
冠
は
中
大
初
で

あ
る
。

　

大
会
に
は
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
選
ば
れ
た
22
人
の
女
子

学
生
が
参
加
、
頂
点
の
座
を
目

指
し
戦
っ
た
。
高
倉
さ
ん
は
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
シ
ー
ド
枠
で

出
場
し
、
順
調
に
勝
ち
進
ん
で
、

立
教
大
の
松
本
有
加
子
さ
ん
と

の
決
勝
対
局
を
、
中
押
し
勝
ち

で
制
し
、
み
ご
と
優
勝
し
た
。

　

高
倉
さ
ん
は

「
決
し
て
余
裕
の

あ
る
戦
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は

自
分
の
碁
を
最
後

ま
で
打
つ
こ
と
が

で
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
」
と
振

り
返
る
。

　

囲
碁
を
始
め
た

の
は
６
歳
か
ら
。

「
は
じ
め
は
し
つ
け
の
意
味
で
、

祖
母
に
勧
め
ら
れ
て
。
じ
っ
と

し
て
な
い
子
供
で
し
た
か
ら
」

と
い
う
。
一
時
期
は
プ
ロ
を
目

指
し
日
本
棋
院
に
所
属
。
精
進

を
重
ね
た
が
、「
囲
碁
以
外
に

も
興
味
が
出
て
き
て
」、
大
学

進
学
を
目
指
し
た
そ
う
だ
。

　

４
年
生
。
就
活
の
ほ
う
は
？

と
聞
く
と
、「
囲
碁
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
囲
碁

の
楽
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
」
と
、
と
っ
く
に
決
定
ず

み
だ
っ
た
。
通
常
の
就
活
な
ど

は
無
縁
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

囲
碁
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

は
聞
き
慣
れ
な
い
が
、
女
性
ば

か
り
、
関
東
で
は
わ
ず
か
20
人

ほ
ど
、
と
少
な
い
。

　

「
学
生
日
本
一
」は
実
力
の
証
、

な
に
よ
り
の
称
号
が
加
わ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　

じ
つ
は
、
す
で
に
「
囲
碁
サ

ロ
ン
」
の
講
師
な
ど
も
つ
と
め

て
い
る
。
た
と
え
ば
都
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
る
サ
ロ
ン
の
会

員
は
政
界
や
財
界
の
著
名
人
多

数
ら
し
い
。「
今
話
題
の
政
治

家
の
先
生
も
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
よ
」
と
、
こ
れ
は
マ

ル
秘
の
打
ち
明
け
話
。

　

な
る
ほ
ど
囲
碁
は
陣
取
り

ゲ
ー
ム
、
戦
術
・
戦
略
の
天
下

取
り
に
も
重
な
る
だ
ろ
う
か
。

碁
の
打
ち
方
に
は
性
格
が
表
れ

る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
先

生
の
棋
風
は
？
「
力
強
い
。
そ

の
一
方
で
き
れ
い
な
正
統
派
」

だ
そ
う
だ
。

　

講
師
自
身
は
？
と
聞
い
た
ら
、

「
ピ
ン
チ
に
強
く
、
追
い
こ
ま

れ
た
と
き
に
最
大
の
力
を
発
揮

す
る
。
馬
鹿
力
、
な
ん
て
言
わ

れ
ま
す
」
と
笑
っ
た
。
笑
顔
の

似
合
う
人
で
あ
る
。

　

取
材
中
も
広
報
課
の
隅
に
あ

る
碁
盤
を
見
つ
け
て
、「
う
れ

し
い
」と
笑
顔
に
な
っ
た
。「
誰

か
が
囲
碁
を
や
っ
て
い
る
と
思

う
だ
け
で
う
れ
し
く
な
る
ん
で

す
」

　

Ｔ
Ｖ
出
演
の
話
も
舞
い
こ
ん

で
き
た
。
６
月
か
ら
、「
ス
カ

イ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
」
に
出

演
中
な
の
だ
。
囲
碁
番
組
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
役
で
、
と
り
あ
え

ず
１
ク
ー
ル
９
月
ま
で
。
さ
な

が
ら
中
大
の
〝
キ
ラ
キ
ラ
星
〞

デ
ビ
ュ
ー
、
で
あ
る
。
わ
が
下

宿
の
テ
レ
ビ
で
は
ザ
ン
ネ
ン
な

こ
と
に
視
聴
不
可
で
あ
る
け
れ

ど
。

（
学
生
記
者　

滝
沢
孝
祐
＝
総

合
政
策
学
部
１
年
）

笑
顔
の
女
子
学
生
囲
碁
「
日
本
一
」

商
学
部
・
高
倉
梢
さ
ん　

テ
レ
ビ
に
も
出
演
中

商
学
部
長
か
ら
卒
業
証
書
を
両
親
に

白
血
病
で
倒
れ
た
小
野
博
史
さ
ん
「
遺

影
の
卒
業
式
」

　

卒
業
生
が
並
ぶ
式
場
の
最

前
列
に
、
特
別
に
父
兄
３
人
の

席
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
白
血

病
で
26
歳
の
人
生
を
閉
じ
た
商

学
部
７
年
生
、
小
野
博
史
さ
ん

の
小
さ
な
遺
影
が
、
母
・
彰
子
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（
54
）
の
膝
の
上
に
あ
っ
た
。

両
隣
に
、父
・
功
さ
ん
（
59
）
と
、

２
つ
違
い
の
妹
・
智
子
さ
ん
。

　

03
年
度
の
文
系
５
学
部
の
卒

業
式
は
３
月
25
日
、
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ

た
。
早
春
号
既
報
の
よ
う
に
、

小
野
さ
ん
に
と
っ
て
は
「
遺
影

の
卒
業
式
」と
な
っ
た（
「
キ
ャ

ン
パ
ス
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
特
別
版
「
そ

れ
ぞ
れ
の
春　

群
像
33
」）。

　

学
長
祝
辞
。
角
田
邦
重
学
長

は
そ
の
冒
頭
で
、
小
野
さ
ん
の

こ
と
に
触
れ
、
ご
家
族
の
悲
し

み
に
言
葉
を
添
え
つ
つ
、「
小

野
君
は
病
を
か
か
え
な
が
ら

最
期
ま
で
学
業
を
怠
ら
な
か
っ

た
」と
、そ
の
生
涯
を
た
た
え
た
。

　

家
族
は
、
遺
影
を
学
長
の
方

向
に
向
け
る
よ
う
に
し
な
が
ら
、

何
度
も
ハ
ン
カ
チ
を
目
に
押
し

当
て
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

小
野
さ
ん
は
入
学
し
た
97
年

夏
に
白
血
病
を
発
病
。
い
ら
い

７
年
間
、
病
と
闘
い
つ
づ
け
る

日
々
を
送
っ
た
。
５
年
前
に
妹

か
ら
の
骨
髄
移
植
手
術
を
受
け

小
康
を
得
た
が
、
昨
年
秋
に
再

発
、
こ
と
し
２
月

12
日
亡
く
な
っ
た
。

　

卒
業
単
位
に
な

お
４
単
位
足
り
な

か
っ
た
が
、
商
学

部
教
授
会
は
平
常

点
で
の
評
価
で
単

位
認
定
し
、
小
野

さ
ん
の
卒
業
を
承

認
し
た
。

  

商
学
部
で
は
、

式
の
あ
と
商
学
部

長
室
に
家
族
を
招

き
、
酒
井
正
三
郎

学
部
長
か
ら
小
野
さ
ん
の
卒
業

証
書
が
両
親
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

「
さ
ぞ
ご
無
念
で
し
ょ
う

が
」 「
大
学
の
温
か
い
措
置
に

感
謝
し
ま
す
。
息
子
も
喜
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
」

　

学
部
長
に
お
礼
を
述
べ
る
父

の
隣
で
、
嗚
咽
が
漏
れ
る
。
と

く
に
兄
妹
仲
の
よ
か
っ
た
智
子

大
学
数
、
学
生
数
世
界
１　

進
む
中
国
の
大
学
改
革

中
国
人
民
大
学
長
が
来
校
・
講
演

さ
ん
は
し
ゃ
く
り
あ
げ
る
よ
う

に
し
て
、
ず
っ
と
ハ
ン
カ
チ
を

目
か
ら
離
せ
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　

同
じ
中
大
商
学
部
卒
の
父
・

功
さ
ん
の
ゼ
ミ
の
恩
師
、
松
本

正
徳
教
授
（
元
商
学
部
長
）
も

同
席
し
た
。

　

「
君
の
と
き
は
卒
業
式
が
な

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」「
え

え
68
年
で
、
値
上
げ
反
対
闘
争

で
卒
業
式
は
中
止
に
。
こ
う
い

う
形
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
緒

に
参
列
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」　

　

悲
し
み
だ
け
で
は
な
い
、
温

か
さ
と
穏
や
か
な
語
ら
い
。
心

に
触
れ
る
特
別
な
卒
業
証
書
授

与
だ
っ
た
。

　

中
央
大
学
の
新
た
な
協
定
校

と
し
て
昨
年
度
か
ら
学
術
交
流

が
始
ま
っ
た
中
国
人
民
大
学
の

紀
宝
成
学
長
＝
写
真
・
次
ペ
ー

ジ
左
＝
が
４
月
14
日
に
来
校
、

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
演
会
が

行
わ
れ
た
。

　

紀
学
長
は
１
９
４
４
年
生
ま

れ
の
60
歳
。
専
門
は
経
済
学
だ

が
、
中
国
の
教
育
問
題
、
特
に

大
学
教
育
改
革
の
専
門
家
で
、

中
国
の
教
育
改
革
や
教
育
管
理

に
つ
い
て
の
著
書
や
論
文
も
多

い
。
人
民
大
学
で
は
中
国
初
の

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー

ス
の
成
立
を
推
進
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
中
国
国
務
院
学
位

審
査
委
員
会
委
員
を
兼
任
す
る
。

　

こ
の
日
の
講
演
の
テ
ー
マ
は

「
中
国
高
等
教
育
の
現
状
及
び

改
革
問
題
」。
２
号
館
の
研
究

所
会
議
室
に
、
学
生
や
教
授
ら

お
よ
そ
80
人
が
集
ま
っ
た
。
日

本
語
訳
は
人
民
大
学
ア
ジ
ア
日

本
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
陳
健
氏

が
つ
と
め
た
。

　

現
在
、
中
国
の
高
等
教
育
の

規
模
は
世
界
最
大
だ
と
い
う
。

数
字
を
挙
げ
て
語
っ
た
。

　

「
文
化
大
革
命
は
中
国
教
育

に
多
大
な
損
害
を
与
え
ま
し
た
。

し
か
し
改
革
を
行
っ
て
現
在
は

２
１
０
０
の
大
学
、
８
０
０
〜

９
０
０
の
民
営
の
大
学
が
あ
り
、

学
生
数
も
１
６
０
０
万
人
い
ま

す
。
入
学
生
数
は
70
年
で
全
体

の
９
・
１
％
だ
っ
た
の
が
、
２

０
０
３
年
は
17
％
で
し
た
。
人

口
が
13
億
人
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
大
学
生
数
も
世
界
１
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
昨
年
発
表
し

た
世
界
の
高
等
教
育
の
状
況
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
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ど
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
志
向
だ

と
い
う
。「
中
国
の
大
学
生
も

グ
レ
ー
カ
ラ
ー
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
と
伝
え
ま
す
」

と
紀
学
長
が
応
じ
て
、
会
場
の

笑
い
を
誘
っ
た
。

　

聴
講
し
て
い
た
閻
笑
揚
さ
ん

（
商
学
研
究
科
修
士
1
年
）
に

感
想
を
聞
い
た
。

　

「
13
歳
の
時
に
中
国
か
ら
日

本
に
来
た
の
で
、
今
日
は
逆
に

中
国
の
高
等
教
育
改
革
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
貧

富
の
格
差
で
教
育
の
機
会
が
平

等
じ
ゃ
な
く
な
る
こ
と
が
気
に

か
か
り
ま
す
」

　

中
国
政
府
は
「
教
育
の
公

平
性
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
い
う
方
針
を
掲
げ
て
い

る
が
、
改
革
後
、
学
費
な
ど
の

学
生
負
担
が
増
え
て
い
る
そ
う

だ
。
学
費
は
お
よ
そ
３
０
０
０

元
（
約
３
９
０
０
０
円
）
か
ら

５
０
０
０
元
。「
農
民
の
収
入

レ
ベ
ル
は
1
年
で
1
人
あ
た
り

お
よ
そ
２
６
０
０
元
で
、
3
人

の
農
民
で
1
人
の
大
学
生
を
養

え
る
く
ら
い
」
と
い
う
か
ら
、

　

元
中
大
生
、
蓮
池
薫
・
祐
木

子
さ
ん
夫
妻
ら
２
家
族
５
人
の

子
供
が
帰
国
し
た
５
・
22
小
泉

純
一
郎
首
相
の
再
訪
朝
。
そ
の

直
後
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

元
拉
致
議
連
事
務
局
長
、
平
沢

「
小
泉
再
訪
朝
を
評
価
」

平
沢
勝
栄
氏
が
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
演

勝
栄
衆
院
議
員
（
自
民
）
の
講

演
会
（
辞
達
学
会
主
催
）
が
５

月
26
日
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
。

　

２
度
の
電
撃
訪
中
が
世
間
を

騒
が
せ
た
。
平
沢
氏
は
、
昨
年

12
月
北
京
で
、

今
年
４
月
は
大

連
で
自
民
党
の

山
崎
拓
・
前
副

総
裁
と
一
緒
に

北
朝
鮮
政
府
関

係
者
と
接
触
。

家
族
会
で
も
批

判
さ
れ
た
こ
と

で
拉
致
議
連
事

務
局
長
を
辞
め

た
い
き
さ
つ
が

あ
る
。

　

「
マ
ス
コ
ミ

完
全
シ
ャ
ッ
ト

た
角
田
邦
重
中
央
大
学
学
長
は
、

紀
学
長
の
日
中
比
較
に
触
れ
な

が
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
「
日
本
の
学

生
＝
グ
レ
ー
カ
ラ
ー
」
論
を
披

露
し
た
。「
日
本
は
体
を
動
か

す
人
と
考
え
る
人
の
区
別
が
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
デ
パ
ー
ト

の
販
売
担
当
者
は
販
売
を
し
な

が
ら
、
お
客
が
求
め
て
い
る
製

品
を
考
え
、
そ
れ
を
研
究
者
に

伝
え
る
。
日
本
の
大
学
生
は
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
も
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
で

も
な
く
、
グ

レ
ー
カ
ラ
ー

に
な
る
。
そ

ん
な
印
象
が

あ
り
ま
す
」

　

高
等
教
育

が
大
衆
化
し

て
き
た
と
は

い
え
、
中
国

で
は
「
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー

＝
エ
リ
ー

ト
」
論
が
根

強
く
、
大
学

生
の
ほ
と
ん

中
国
に
次
い
で
規
模
が
大
き
い

の
は
米
国
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、

日
本
の
順
。
し
か
し
そ
の
中
国

も
「
中
国
成
立
当
初
の
１
９
４

９
年
の
段
階
で
は
２
０
５
校
し

か
な
か
っ
た
」
の
だ
と
か
。

　

そ
の
間
の
改
革
の
歩
み
や
、

同
時
に
改
革
が
進
み
「
エ
リ
ー

ト
教
育
か
ら
大
衆
教
育
」
に
移

行
す
る
に
あ
た
っ
て
で
て
き
た

問
題
点
な
ど
も
率
直
に
語
っ
た
。

　

講
演
の
あ
と
、
あ
い
さ
つ
し

貧
富
の
差
が
「
知
の
格
差
」
を

加
速
さ
せ
て
い
る
現
実
も
あ
る

よ
う
だ
。
改
革
後
の
問
題
は
山

積
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
学
生
記
者　

西
原
香
保
里
＝

経
済
学
部
３
年
）
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ア
ウ
ト
」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
の

イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
っ
て
か
、
ク

レ
セ
ン
ト
ホ
ー
ル
は
他
大
生
や

一
般
人
も
ま
じ
り
１
０
０
０
人

を
超
え
る
盛
況
。
平
沢
氏
の
発

言
に
関
心
が
注
が
れ
た
。

　

「
『
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
』
は

編
集
し
な
い
か
ら
イ
イ
。『
Ｔ

Ｖ
タ
ッ
ク
ル
』
は
ハ
マ
コ
ー
さ

ん
が
い
る
か
ら
編
集
す
る
の
は

仕
方
な
い
け
ど
」
な
ど
と
、
前

ふ
り
は
テ
レ
ビ
番
組
話
で
会
場

を
笑
い
の
渦
に
。
後
半
は
注
目

の
首
相
再
訪
朝
に
つ
い
て
。

　

「
一
定
の
成
果
を
収
め
た
と

思
い
ま
す
」と
、ま
ず
断
言
。「
拉

致
問
題
は
解
決
済
み
」
と
言
い

張
る
北
朝
鮮
に
「
調
査
を
白
紙

に
戻
す
」
と
言
わ
せ
た
こ
と
は

前
進
だ
と
し
て
、
小
泉
首
相
の

頑
張
り
を
評
価
し
た
。
さ
ら
に

「
拉
致
問
題
か
ら
、
日
本
の
国

の
あ
り
方
が
見
え
る
」
と
熱
の

こ
も
っ
た
弁
論
を
繰
り
広
げ
た
。

　

も
っ
と
も
首
相
再
訪
朝
は
別

ル
ー
ト
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
、

そ
の
せ
い
か
会
談
の
裏
話
な

ど
は
出
ず
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
す

で
に
発
言
ず
み
の
内
容
に
と
ど

ま
っ
た
。

　

時
間
的
な
制
約
か
ら
、
講
演

後
の
質
疑
応
答
で
は
学
生
の
鋭

い
質
問
に
、
少
し
ま
と
ま
ら
な

　

「
外
国
人
留
学
生
特
待
生
」

の
制
度
が
今
年
度
か
ら
始
ま
り
、

大
学
大
学
院
に
在
籍
の
研
究
科

生
を
対
象
に
し
た
制
度
で
、
成

績
優
秀
な
ど
を
条
件
に
毎
年
度
、

博
士
課
程
前
期
で
１
人
、
博
士

課
程
後
期
で
１
人
が
選
ば
れ
る
。

採
用
さ
れ
る
と
①
そ
の
年
度
の

学
費
相
当
額
②
月
額
10
万
円
の

生
活
費
補
助
③
月
額
４
万
円
を

上
限
と
す
る
家
賃
補
助̶

̶

が

給
付
さ
れ
る
。

　

式
の
な
か
で
、
角
田
邦
重
学

長
は
外
国
人
留
学
生
が
約
７
０

０
人
（
う
ち
中
国
人
が
半
数
以

上
）
に
の
ぼ
る
現
状
に
触
れ
な

が
ら
、「
特
待
生
１
号
と
し
て

研
究
に
励
み
、
修
了
後
も
中
大

出
身
者
と
し
て
大
学
や
日
本
と

の
国
際
交
流
に
つ
と
め
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
た
。

　

抱
負
を
、
と
促
さ
れ
て
、
リ

さ
ん
は
「
と
て
も
光
栄
で
感
謝

し
ま
す
。
研
究
面
で
は
博
士
号

を
と
り
教
育
者
・
研
究
者
を
め

ざ
し
た
い
。
ま
た
日
中
交
流
に

は
日
本
の
文
化
や
習
慣
を
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
花

は
サ
ク
ラ
、
中
国
は
ボ
タ
ン
。

ボ
タ
ン
と
ち
が
っ
て
サ
ク
ラ
は

１
つ
で
は
目
立
た
な
い
。
は
じ

め
な
じ
め
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

が
ま
と
ま
っ
た
と
き
の
美
し
さ

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私

は
帰
国
し
て
か
ら
も
、
サ
ク
ラ

の
気
持
ち
で
、
互
い
に
愛
し
あ

え
る
国
際
交
流
の
あ
り
か
た
を

考
え
た
い
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　

ま
た
キ
ム
さ
ん
は
「
両
親
に

伝
え
た
ら
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

た
。
大
学
で
学
ん
で
い
る
夫
も

祝
福
し
て
く
れ
た
。
大
学
院
で

は
日
韓
の
結
婚
の
比
較
研
究
を

し
て
い
る
。
幸
せ
な
家
庭
を
築

く
研
究
を
通
し
て
日
韓
の
交
流

に
つ
い
て
も
貢
献
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

リ
・
メ
イ
グ
ン
さ
ん
（
中
国
）
と

キ
ム
・
ヒ
ギ
ョ
ン
さ
ん
（
韓
国
）

「
外
国
人
留
学
生
特
待
生
」
第
１
号
に―

―
―
―
―
―

初
め
て
の
特
待
生
２
人
の
採
用

式
が
６
月
15
日
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ

た
。

　

特
待
生
に
選

ば
れ
た
の
は
、

商
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
３

年
、
リ
・
メ
イ

グ
ン
さ
ん
（
中

国
籍
）＝
写
真
・

左
＝
と
、
文
学

研
究
科
博
士
前

期
課
程
２
年
、

キ
ム
・
ヒ
ギ
ョ

ン
さ
ん
（
韓
国

籍
）
＝
同
・
右
。

　

こ
れ
は
中
央

い
返
答
の
場
面
も
。
し
か
し
退

場
時
、
中
大
の
旗
に
ペ
コ
リ
と

礼
す
る
姿
に
会
場
は
ま
た
沸
い

た
。

　

警
視
庁
生
活
32
年
の
生
真
面

目
さ
か
、
そ
れ
と
も　

持
ち
前

の
愛
嬌
か
。
会
場
は
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
た
。

（
学
生
記
者　

江
部
理
恵
＝
法

学
部
４
年
）　


